
(玉川村ホームページ)http://www.tamalくawa.net6.or.jp

この用紙は、再生紙を使用しています(古紙配合率100%)
古紙100%再生紙



平成14年4月広報たまかわ

一般会計予算

1，684万円(0.4%)地方特例交付金

平成14年度

2，509万円 (0，7%)自動車取得税交付金

平成14年4月広報たまかわ

58億2，518万円

37億8，845万円

総額

一般会計

108万円(0，0%)交通安全対策特別交付金

地方消費税交付金

h
u
 

ー
す
I
J

国庫支出金

特別会計

20億3.673万円

ア万円(0，0%)

諸支出金 32万円(0，0%)

労働費・災害復旧費

2，522万円 (0，7%)

8β13万円 (2，3%)

1億4，946万円 (4，0%)

商工費

消防費

議会費

378，845万円

69.493万円

63，678万円

20.478万丹
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2，181万円

20，703万円

27，140万円

582，518万円

総合運動公園

平
成
十
四
年
度
の
川
村
予
算

が
三
月
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
の
総
予
算
は
前

年
度
よ
り
も
三
億
一
，
九
六
一
万

円
少
な
い
五
八
億
二
，
五
一
八
万

円
で
、
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
の

中
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に

配
分
し
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
投
資
的
財
源

の
確
保
に
重
点
が
置
か
れ
た
予
算

編
成
と
な
り
、
一
般
会
計
は
前
年

度
よ
り
一
億
二
九
一
万
円
少
な
い

三
十
七
億
八
，
八
四
五
万
円
と
な

り
、
特
別
会
計
は
前
年
度
よ
り
、

二
億
一
，
六
七

O
万
円
少
な
い
こ

十
億
一
一
一
，
六
七
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。今

年
度
の
一
般
会
計
を
グ
ラ
フ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村税の内訳

固定資産税

51意966万円

市町村税

1億7，849万円

市町村たばこ税

5，100万円

軽 自 動 車 税

1，327万円

66，823円

23.402円

6，686丹

1，740円

( 1月1日現在人口7，627名)

1人当たりが納める村税

98，651円

固定議産税

市自丁村毘税

市自7村たばこ税

軽自動車税

合計

緬
倒
閣
州
開

j
地
域
に
よ
っ

て
地
克
税
の
収
入
額
仁
差
が
あ

る
た
め
、
標
準
的
芯
行
政
を
行

う
た
め
の
麦
出
に
比
べ
、
地
方

税
収
入
が
不
足
す
る
地
万
公
共

毘
体
に
対
し
、
そ
の
差
額
を
埋

め
る
た
め
に
、
留
に
い
っ
た
集
め

て
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
全
一
で
す
。

関
庫
室
出
金
と
蝶
支
出
金
〈
J

村

が
事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や

県
が
事
業
費
の
一
部
を
既
成
す

る
お
〈
量
で
す
。

阿
川
凶
閏

j
長
期
間
で

返
済
す
る
村
の
借
入
金
で
す
。

副
四
骨
圃
哩

i
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
、
二
疋
の
基
準
に
よ

っ
て
地
方
自
治
体
に
譲
与
さ
れ

る
お
〈
圭
で
、
自
動
車
重
量
譲
与

税
、
地
方
道
路
譲
与
税
、
航
空

機
燃
料
譲
与
税
な
ど
が
あ
り
ま

す。囚
ハ
骨
川
団
白

j
地
方
公
共
団

体
が
、
地
方
債
の
発
行
の
際
に

定
め
ら
れ
た
条
件
に
よ
り
、
毎

年
度
必
要
と
す
る
完
全
の
償
還

及
び
利
害
の
支
払
い
に
要
す
る

経
費
の
合
計
額
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
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平成14年度主な事業と取組み

市
町
村
合
併

庁
内
に
市
町
村
合
併
研
究
会
を
設

置
し
、
勉
強
会
や
講
習
会
を
通
し
て

情
報
の
取
得
に
努
め
、
地
域
住
民
を

考
慮
し
た
合
併
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
調
査
、
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

情
報
技
術
の
実
現

高
度
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ

に
対
応
し
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
機
器
、
情
報
媒
体
の
活
用
に
努

め、

I
T
革
命
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備

村
氏
の
生
活
に
直
結
し
た
道
路
整

備
と
し
て
、
基
盤
整
備
促
進
事
業
で

四
路
線
、
農
村
総
合
整
備
事
業
で
五

路
線
、
さ
ら
に
地
方
特
定
道
路
整
備

事
業
等
で
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

水
道
事
業

水
需
要
に
対
応
し
た
水
源
確
保
は

重
要
で
、
今
出
ダ
ム
の
完
成
が
待
た

れ
参
画
市
町
村
と

一
体
と
な
り
建
設

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業

快
適
な
住
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た

玉
川
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
交
流

平
成
十
三
年
度
日
華
友
好
訪
問
団

玉
川
村
日
華
親
善
友
好
都
市
提

携
推
進
協
議
会
(
車
田
次
夫
会
長
)

で
は
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
少
年
目
名
を
含
む
団

員
団
名
で
友
好
訪
問
団
を
(
関
長

角
田
文
弥
助
役
)
を
結
成
し
、
三

泊
四
日
の
日
程
で
中
華
民
国
鹿
谷

郷
に
派
遣
し
ま
し
た
。

平成14年4月広報たまかわ

訪
問
団
は
、

三
月
二
十
四
日
に

福
島
空
港
か
ら
大
阪
経
由
で
中
華

民
国
に
向
か
い
ま
し
た
。
鹿
谷
郷

で
は
、
鳳
風
間
氏
小
学
校
の
校
庭

で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
な

ど
を
行
い
、
鹿
谷
郷
児
童
と
楽
し

い
交
流
を
い
た
し
ま
し
た
。

め
、
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
と

あ
わ
せ
、

農
村
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
農
業
集
落
排

水
事
業
を
年
次
計
画
に
よ
り
実
施
い

た
し
ま
す
。

環
境
衛
生

石
川
地
方
の
最
終
処
分
場
が
完
成

し
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
は
中
間

処
理
施
設
に
お
い
て
適
正
処
理
に
努

め
、
容
器
包
装
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

分
別
収
集
し
地
球
環
境
の
保
全
に
寄

与
す
る
様
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興

認
定
農
業
者
や
各
生
産
組
織
の
育

成
、
確
保
を
図
る
た
め
補
助
事
業
等

の
導
入
と
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り、

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
の

健
康
づ
く
り
と
福
祉

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
す
る
た

め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
の
た

め
、
健
康
相
談
や
検
診
事
後
指
導、

健
康
教
室
な
ど
保
険
事
業
の
充
実
を

凶
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
た
め
、

第
三
子
以
降
の
新
生
児
に
誕
生
祝
金

の
支
給
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

国
際
友
好
都
市

鹿
谷
郷
を
訪
問

交流試合のようす

訪
問
団
は
、
台
中
市
に

一
泊
し

た
翌
日
の
三
月
二
十
五
日
に
鹿
谷

郷
に
入
り
、
鹿
谷
郷
公
所
(
役
場
)

を
見
学
し
、
鹿
谷
国
民
小
学
校
で

の
歓
迎
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

鹿
谷
郷
か
ら
は
、
陳
錫
梧
郷
長

を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
長
な
ど

が
出
席
し
て
訪
問
団
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
陳
郷
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
訪
問
団

を
代
表
し
て
角
田
団
長
が
訪
問
の

受
入
れ
の
お
礼
と
今
回
の
交
流
が

有
意
義
な
研
修
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま

今
年
度
よ
り
総
合
体
育
館
の
建
設
に

着
手
い
た
し
ま
す
。

公
営
住
宅
建
設
事
業

玉
川
団
地
六
号
棟
の
建
設
を
二
ヵ

年
継
続
事
業
で
計
画
し
ま
し
た
。

商
工
業
の
振
興

商
工
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
経
営

者
の
育
成
や
商
工
業
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。

教
育
の
振
興

週
五
日
制
に
よ
る
新
し
い
学
習
指

導
要
領
で
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
、

今
ま
で
以
上
に
学
校
と
家
庭
と
地
域

と
の
連
携
を
強
め
「
生
き
る
力
」
の

育
成
を
中
心
に
「
基
礎
学
力
の
向

上
」
、
「
心
の
教
育
」
等
を
目
標
と
し

た
学
校
教
育
活
動
が
充
分
に
展
開
さ

れ
る
よ
う
各
学
校
に
配
慮
し
ま
す
。

公
民
館
事
業

「
人
づ
く
り
」
、
「
地
域
づ
く
り
」
等

を
基
本
理
念
に
「
心
豊
か
に
す
る
村

づ
く
り
」
の
た
め
、
生
涯
学
背
や
社
会

体
育

・
伝
統
を
生
か
し
た
文
化
活
動

を
推
進
し
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
収
り
組
み

ま
す
。

試合終3後みなさんで記念撮影

し
た
。

鹿
谷
国
民
小
学
校
で
の
給
食
の

後
、
午
後
か
ら
は
、
鳳
嵐
国
民
小

学
校
に
移
動
し
ま
し
た
。
鳳
風
国

民
小
学
校
で
は
、
民
族
楽
器
演
奏

や
烏
龍
茶
に
よ
る
歓
迎
の
あ
と
、

鳳
風
国
民
小
学
校
の
全
校
児
童
、

教
員
や
学
校
関
係
者
が
見
守
る

中
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合

が
行
わ
れ
、
試
合
の
中
で
好
プ
レ

ー
が
出
る
と
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
健
闘
を
讃
え
あ

い
ま
し
た
。

夕
方
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
会
食
中
に
鳳
風
小
学
校
の

子
供
た
ち
が
手
作
り
の
名
刺
を
持

参
し
玉
川
村
の
子
供
た
ち
に
手
渡

し
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
の
中
で
、
友
情
が

芽
生
え
末
永
い
交
流
へ
の
期
待
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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主
な
事
業
と
予
算
額

総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

五
億
八
，
O
六
四
万
円

農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業

二
億
一

，四

一
一
万
円

公
営
住
宅
建
設
事
業五

，
八
八
七
万
円

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

二
，
七
八
二
万
円

国
営
母
畑
土
地
改
良
事
業
負
担
金

四
，
二
九
六
万
円

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
分
担

金

一
億
一
，
六
三
五
万
円

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
負

担
金

一
億
五
，

一一一一

O
万
円

商
工
会
補
助
金

一
，
一
五

O
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

一
，
八
九
二
万
円

児
童
手
当

三，一

九
八
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
補
助
金

四
，
七

O
九
万
円

通
学
パ
ス
交
流
パ
ス
委
託
料

八
六

O
万
円

小
中
学
校
パ
ソ

コ
ン
リ
l
ス
料

二
七
七
九
万
円

泉
中
食
堂
建
具
改
修
費二

四
一
万
円

五
O
一
一万
円

外
国
英
語
教
師

最
歓迎レセプションのようす

鹿
谷
郷
訪
問
団
メ
ン
バ
ー

民族楽器を演奏する鳳園小のみなさん

団
長
角
田
文
弥
(
助
役
)

-
増
子
明
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
監
督
)

・
阿
部
満
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
副
監
督
)

・
鈴
木
隼
人
(
須
釜
小
5
年
)

-
二
瓶
翼
(
須
釜
小
5
年
)

・
阿
部
太
樹
(
須
釜
小
5
年
)

-
野
本
拓
史
(
須
釜
小
四
辻
分
校
5
年
)

・
関
根
力
也
(
須
釜
小
型
仏
分
校
5
年
)

・
鈴
木
将
太
(
川
辺
小
学
校
5
年
)

・
鈴
木
達
朗
(
川
辺
小
学
校
5
年
)

・
須
藤
俊
(
川
辺
小
学
校
5
年
)

・
吉
田
開
(
玉
川
第
一
小
学
校
4
年
)

・
車
田
圭
爵
(
玉
川
第
一
小
学
校
4
年
)

・
鈴
木
貴
之
(
川
辺
小
学
校
4
年
)

・
吉
田
拓
磨
(
川
辺
小
学
校
4
年
)

・
佐
久
間
賢
太
(
須
釜
小
学
校
4
年
)

・
石
森
春
男
(
企
画
財
政
課
長
)

-
矢
部
玄
幸
(
企
画
財
政
課

商
工
観
光
係
長
)

に
J
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平成12年

平成 7年

平成 2年

昭和60年

昭和55年

グラフ4は、年齢別(3階級)の人口を

表しています。過去の邑勢調査結果から見

ると、 15歳'"'-'64蔵の人口に関しては平均
していますが、 15歳末満の人口が減少し、
65歳以上の人口が増加しており、今回の
調査結果では、数宰が逆転しています。こ
の結果から、少芸高齢化の波が玉川村にも

訪れていることが感じられます。

グラフ5

平成12年

平成ア年

平成 2年

昭和60年

昭和55年

平成12年

平成ア年

平成 2年

昭和60年

昭和55年

。

3950 4000 4050 4100 4150 4200 4250 4300 

クラフ61立、就業者を産業別に表し
ています。第2次産業に関しては、平

成2年国勢調査時より平均した状態と
なっていますが、第 1次産業について

は、過去の結果から見ても大幅に減少
し、玉川村全体の約2割程度となって
います。それに比べ第3次産業は、
fI:々 増加傾向にあり、就業産業が大き
く変化してきでいます。

平成12年

平成ア空

平成 2年

賠和60年

昭和55年

。 1000 

2000 

グラフ3は、男女別の人口を表し
ています。平成ア軍国勢調査では、

男が大幅に減少していましたが、舎
自の結果から見ると男女共に増加し
ています。

4000 6000 8000 

グラフ5は、就業者の総数を表してい
ます。平成ア年冨勢調査時には、大唱に

減少していましたが、平成12任には増
加しています。就業については、過去か

ら見ても波があるようです。

2000 3000 4000 5000 

伍報たまかわ平成14年4月

平成12年10月1日仁実施された国勢調査の第1次基本集計が公表となりましたのでお知らせします。

玉川村の過去4口の国勢調査からの変化をクラフにしました。

これ以外の国勢調査の結果は、総務省統計局で集計が進められており、随時公表されることになっています。

第2次・第3次基本集計が公表され次第、玉川村の結果をまとめ、お知らせして参ります。

昭和55年 7ι31 3，6851 

昭和60年 1，540 7，505 3，707 

平成;三年 7，631 3，791 

平成ア年 1，700 7，5931 3，724 

平成12a: 1，806 7，680 3，809 

85 

49.6% 

グラフ 1

平成12

平成ア

平成 2

昭和60

昭和55

500 1000 

グラフ2は、五川村の人口(総数)

です。平成ア年閣勢調査時仁は減少

結果となっでいましたが、 87人の

増加という結果となりました。

3，746 

3叫 1，805 

3，840 I 1，692 

3，869 

3，871 1，306 

2 -195 

50.4% 17，0% 

1500 

平成12

平成 7

平成 2

昭和60

5百平055

7300 

4，809 891 

4，845 1，094 

4，753 1，339 

4，861 1，513 

108 174 

63，3% 19.7% 

2000 

7400 

4，170 1，619 971 

4，199 1，130 1，149 

4，0621 8221 1，891 

4，173 838 1，891 

111 16 。 94 

20.1% 45.3% 34.6% 

(※平成12年度産業別就業者数分類不能2名)

グラフ 1は、玉川村のt世帯数です。前

回の平成ア年国勢調査結粟から見ると、

106世情の増加となり、過去の国勢調査

から見ても増加傾向にあります。

グラフ2

7500 7600 7700 
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人

事

教

職

員

平成14任4日

村
内
の
各
小
・
中
学
校
の
教
職

員
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

転

出

者

(

)

は

新

任

校

【
玉
川
第
一
小
学
校
}

wv
宮
間
輝
明
教
頭
(
郡
山
市
立
大

田
小
学
校
)

wv
内

山

こ

ず

え

教

諭

退

職

V
西
牧
泰
彦
教
諭
(
白
河
市
立
第

一
小
学
校
)

{
川
辺
小
学
校
]

V
荒
井
部
子
教
諭
(
船
引
町
立
芦

沢
小
学
校
)

{
須
釜
小
学
校
}

wv
田

子

育

良

校

長

退

職

γ品
橋

紋

子

教

諭

退

職

wv
鈴
木
美
恵
教
諭
(
福
島
市
立
金

谷
川
小
学
校
)

wv
高
橋
健
一
教
諭
(
須
賀
川
市
立

阿
武
限
小
学
校
)

wv
伊
藤
三
奈
子
栄
養
技
師
(
泉
崎

村
立
泉
崎
第
了
小
学
校
)

{
泉
中
学
校
】

wv
佐
川
好
可
教
諭
(
郡
山
市
立
郡

山
第
四
中
学
校
)

広報たまかわ

泉保高所いずみ却稚園里

動

殿 T~ 田 v
中有雲中馬
学賀古学場
校初芯校哲
)美誌)明

教 4二教
主子必入 手主Z入

ï~ 石
殿川
UlJ 田I
JL JL 
古沢

転

入

者

(

)

は

旧

任

校

【
玉
川
第
一
小
学
校
}

V
寺
門
康
之
教
頭
(
平
田
村
立
蓬

田
小
学
校
)

V
波
透
潤
教
諭
(
矢
吹
町
立
一
一
一

神
小
学
校
)

V
郷

初

音

講

師

V
十
文
字
直
子
講
師

【
川
辺
小
学
校
}

V
大
関
智
幸
教
諭
(
新
採
用
)

【
須
釜
小
学
校
}

V
矢
吹
一
彦
校
長
(
小
野
町
立
小

一
戸
神
小
学
校
)

V
金
子
明
洋
教
諭
(
須
賀
川
市
立

大
東
小
学
校
・
上
小
山
田
分
校
)

V
柴
田
久
美
子
教
諭
(
泉
崎
村
守

泉
崎
第
一
z

小
学
校
)

V
若
林
梨
絵
栄
養
技
師
(
新
採
用
)

V
関
根
麻
美
講
部

{
泉
中
学
校
}

V
蹟
川
彰
仁
教
諭
(
平
田
村
立
蓬

田
中
学
校
)

須釜児童館

3月は、別れの季節であり、新たむ旅立ちの季節でもあります。

3月13日の泉・須釜雨中学絞の卒業式在使拐り仁、 3月16日のい

ずみすがま幼稚園の卒園式、 3月22日の}II辺・去}II第一・須釜

小学校の卒業式、 3月25日の須釜児童館の終3式、 3月278に泉

保書所の終ざ式が行われ、その式を力メうで追ってみました。

すがま幼稚闇

)11 T 石 v右
中 我 川西翠
学 妻 中牧京
校 春 学ひ耳
)美校と蒜
教み心
諭 教

石 1T1
) 11 石
IIIJ JlI 
立 町
石立

村
職
員
翻
人
事
異
動

四
月
日
付
の
村
職
員
人
事
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
)
内

は
、
旧
所
属
・
職
名
で
す
。

{
参
事
職
}

V
参
事
兼
総
務
課
長
(
参
事
兼
教

育
次
長
兼
教
育
課
長
)
阿
部
勝
良

V
参
事
兼
教
育
次
長
兼
教
育
課
長

(
参
事
兼
総
務
課
長
)
溝
井
義
三

{
課
長
補
佐
棺
当
職
}

V
建
設
課
主
任
主
斎
兼
管
理
係
長

(
建
設
課
管
理
係
長
)
村
越
正
広

V
農
政
課
主
任
主
査
兼
農
政
係
長

(
農
政
課
農
政
係
長
)
森
博

V
総
務
課
主
任
主
査
兼
消
防
交
通

係
長
(
総
務
課
広
報
広
聴
係
長
)

1

1

r

i

y

、ぺ

Eq点
古
J

J

切

{
係
長
棺
当
職
}

V
総
務
課
広
報
広
聴
係
長
(
総
務

課
消
防
交
通
係
長
)
須
釜
信
&

V
泉
保
育
所
主
任
保
育
士
(
す
が

ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
)
瀬
谷
智
子

V
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
(
健

康
福
祉
課
主
任
保
健
婦
)

塩
津
美
代
子

川辺小学校

V
い
ず
み
幼
稚
園
主
任
教
諭
(
泉

保
育
所
主
任
保
育
上
)

本
出
子
佳

V
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
師
(
健

康
福
祉
課
主
任
保
健
婦
)

曲
山
知
賀
子

V
泉
保
育
所
保
育
士
(
い
ず
み
幼

稚

園

教

諭

)

岩

谷

幸

子

{
係
員
}

V
す
が
ま
幼
稚
国
教
諭
(
泉
保
育

所

保

育

士

)

円

谷

さ

と

み

V
公
民
館
主
事
(
住
民
課
主
事
)

塩

出

敬

V
総
務
課
主
事
(
教
育
委
員
会
主

事

)

大

竹

義

紀

V
健
康
福
祉
課
主
事
(
公
民
館
主

添
田
孝
則

平成14年度ごみ収集日について(4月から9月まで)

撚えるゴミ

機え毛主いごみ

8 

玉川第一小学按

須釜中学校

須釜小学校

泉中学校

V
健
康
福
祉
課
主
事
(
税
務
課
主

事

)

塩

出

誠

V
住
民
課
主
事
(
総
務
課
主
事
)

野
崎
智
之

V
健
康
福
祉
課
保
健
師
(
健
康
福

祉
課
保
健
婦
)
庚
瀬
亜
紀
子

V
総
務
課
主
事
(
住
民
課
主
事
)

瀬
谷
久
美
子

V
住
民
課
主
事
(
総
務
課
主
事
)

田
村
知
恵

V
須
釜
支
所
主
事
(
企
嗣
財
政
課

王

事

)

塩

津

賢

一

V
教
育
委
員
会
主
事
(
須
釜
支
所

王

事

)

田

村

伸

也

V
税
務
課
主
事
(
健
康
福
祉
課
、
王

曲
山
博
貴

資j原ごみ

~収集ステ ション{志、皆できれいに使いましょう。

き配決められた時間(1収集臼の朝6B寺から8時まで)に出しましょう

詳しくは、玉川村役場住民諜(057-4624)までお題い合せくださいの

粗大ごみ
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平成14年4月

.トピ ~@J ス.

IN 
記号 f})もむ

広報たまかわ

大正琴玉川|琴錦会長
ア年6月から現在

竜成派j也坊 S22年~29年
小原流 S32年~現在
文佑祭搬入 S42年~現在

念仏踊り保奇のため、 S45年
より平成14年現在まで指導を
続けてきた。

852年より現在まで24年間平鍬踊り
の笛吹きをして、;子どもたちの練習
指導をして小高民族芸能保奇に貢間

平成
玉川琴朔会

生花小原流
なでしこ会

南須釜念仏
踊り保奇会

中

中

高須釜

岩谷ミヨ
(77) 

縫 慧吾
(76) 

// 

1/ 

村
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
表
彰

は
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
村
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
二
階
農
研
室
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
児
童
生
徒
を
初
選
考
し
、

表
彰
該
当
者
は
、
文
化
功
労
賞
が
八

名
、
文
化
優
秀
賞
が
五
名
の
方
々
が

受
賞
し、

賞
状
と
記
念
品
を
授
与
し

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

玉川茶道愛貯金を862年に発足
して、会長として会の振興に寄与

H 1からH4まで副会長。H
5年からH8ifまで会長。現
在も顧問として活躍。

16年来のながきにわたって御輿を
製作し、泉下の神社や;子供喬成会に
奉納しており、菊花-石紛粘土など
幅広い分野で文化の向上に寄与。

S45i:J:r小さな蝶H福富県文学奨励賞j、
H2年{自のない魚Jr福島県文掌貰準
賞l、H13年[山薗Jf福島県史学賞正
富j、長く地域の文化脹興に功績

福島県菊花展 H5年二等員、
H12年題等輩、 H13年三等童、
村毘文佑祭においては、村長麗
はじめ毎年上世入員、 他の模範

黒蕎少年県民会議が主催fH13年
度{家庭の日J作文・絵画・ポスタ
ー Jf!=昂の作文部門で「最優秀畠J
石川地区小教研図画作昂展
「推奨j
県小掌授図画作田展I特麓j

県書き初め展
須釜中学校 |特別個人質{書きぞめ藁j

過去2年間I書きぞめ奨闘員j

県読書感想文fi圭作J、県造形
展「特選J、県申写生人権作文
コンクーjし[奨闘員J他

小高民族
芸能保奇会

/; 

玉川
山野草会

玉川村
文化団体

連絡協議会長

玉川村文化団
体連絡協議会

長

玉川
茶道愛沼会

信号

自奇

由同

生

=二
喝

中

‘‘‘‘. 

1
t
e
d
 

-

iJiiJ¥ 

:t&本豊一
(42) 

小林喜吾
(71) 

溝井博道
(72) 

高原木代吾
(70) 

1/ 

岩谷 繁
(76) 

1/ 

1/ 

1/ 

玉川村
菊花愛沼会

玉川
第一小学校

生 i 玉川
i第一小学校

須釜申学枝

南須釜

塩j華美帆 !
I i笥須釜(須釜中3年)! 

E 

ie司

中

加耳1

須藤ヤイ
(65) 

月田友哉
(玉一小61:j:)

近内沙弥香
(須釜中3年)

木5頁洗志
(玉一小21:j:)

文化
優秀員

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

玉川剣友会主催昇級審査が午前10時より玉川村体育館

で開催されました。合桔蓄は、次のとおりです。

2級大和田隆洋・鈴木寛人・野口朔平・小針 舞・草野

幸弘・矢吹拓実 3級富津俊介 4級 小 針 静 5級

車田拓也 6級三輪哲朗・鈴木暗重・員野巴 務・大和

田綾・ !J¥針葵・渡辺真弓・土屋霞作 ア級米原実

生・土屋公生 8級 石川雄隆

日頃の稽古の成果を緊張しながらも堂々と審査に望んで

いた姿は、とても遣しく感じました。その後、第 10白

歌川杯剣道大会が午後 1時から村体喬館で開催され、舎年

もまた、会津本郷町から歌川先壬が来村し、三子供たちの熱

戦を観戦していました。

試合の結果は、 6勝5敗 12引き分けで西軍が優勝しまし

た。12引き分けと白熱した試合が展開され試合終ゴ後、

歌川先生を中I~\(こ先生の教え吾が神奈川県、栃木県から駆

けつけ玉川村の小、中学笠と稽古に励み、額に汗を流し、

体育館は竹乃の音が醤き渡っていました。

平成14年4月広報たまかわ

い滝
つ男三f

芸名=不
き 動
れは

竜
崎
の
同
部
勇

一
さ
ん
は
、
乙
字

ケ
滝
の
滝
見
不
動
付
近
に
あ
る
杉
か

ら
洛
ち
た
杉
の
枝
や
木
の
葉
を
掃
い

た
り
、
滝
見
不
動
に
き
た
心
な
い
人

が
付
近
に
捨
て
て
い
っ
た
空
き
缶
な

ど
を
拾
い
集
め
て
い
ま
す
c

村
民
の
皆
さ
ん
、
乙
字
ヶ
滝
を
訪

れ
た
時
は
、
い
つ
も
き
れ
い
な
滝
見

不
動
を
お
参
り
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
。

協議鎚

受畠したみなさん

自
由
民

を
嚢
甘
い

ロ弔
4
1%

ゼ
初
誠

一夜
窪
田
一一
語
起

災
村

総会は、村保健センターにおいて、建設工事等に伴う事故

防止や就労者の安全・衛生・作業環境の向上を図って、建設

工事等の円滑な進捗を目的とし、また交通災害及び工事実施

に伴う周辺の生活環境等に悪影響を及ぼすことのないように配

慮・対策をする。これらの目的を達成するため、工事発注者と

工事施工者からなる「村建設工事安全推進協議会Jが設立さ

百JJJI地
教育作畠
石川地区小中掌校教職員の自主的な教青研究を種極的

に奨励し、広く研究作自の募集を通して、その成果を亙

いに分かち合い、専門的職能の向上と石川地区教青の一

層の充実振興を図ることを趣旨に行われ、今回は共同研

究の部の学留指導一般で須釜中学校が入量し、道徳の部

で玉川第一小学校の2授が入葺いたしました。

10 

れました。その後、須賀川労働基準監醤署署長の熊切浩二氏

が『労災事故防止のマイビジ:3ン』と題して設立記念講演を

行ない、出席した約70名の方々は聞き入っていました。玉州
F
C
一

ジ
ユ
ニ
ヂ
一ヲ
汐
ト
サ
ル

選
手
権
一
果
窓
口

第
八
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
フ

ッ

ト
サ
ル
選
手
権
県
大
会
は
、
郡
山

市
の
西
部
第
二
体
育
館
で
準
々
決

勝
か
ら
決
勝
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
口

玉
川
F
C
は
、
準
々
決
勝
で
い

わ
き
市
の
サ
ン
フ
レ
ッ
ク
ス
・
ノ

l
ザ
ン
と
戦
い
六
1

一
で
玉
川
F

C
が
勝
ち
、
準
決
勝
で
須
賀
川
市

の
西
袋
中
に
五
i

九
で
敗
れ
、

三

位
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

童状を持つ玉一小の西枚先生と須釜中の小針先ま

はつらつ農業!!
村農業経曽改書センター研修会

研修会は、午後6時30分から村就業改善センターにお

いて、秋田県の指導農業土・女性農業土 高橋トモ吾さん

が「我が家の農業経営と夫婦談義Jと題して講演を行いま

した。

秋田県で生活とバランスのとれた経営をI~\がけている高
f橋さんの講演に出席した方々は耳を傾けていました。

1 1 
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おかげさまで10周年

空港フェスティパル
AM9:30"'-'PM4:30 5月3日(祝・金)

空港公園
き
ろア

}

と
と

保

{呆

1果

自昌司国の(建康とよみ

山鳩会・・・・・・

午前10時00分~

ポリオ・

午後 18寺00分~

機能訓練・-

午前10時00分~

3競児健診

午後 1持00分~

.4目

19日(金)

23日(火)

24日(水)

1呆26日(重)

精神保健福祉についてのお知らせ

ふんわり-空港を空からながめよう。

熱気球体験塔乗者募集!(小掌生までの体験搭乗だよ)

①精神障害者福祉手帳及び、通院医療費公費負担閉語の窓口

が玉川村保健センターになりました。

平成14年4月 18から、上記の申請窓口が従来の県中保健

所から村保健センターに事務が移譲されましたのでお知らせ

いたします。なお、詳しい内容のお問い合わせ又、相談は随

時保鑓センタ で受け付けております。

② rJlj¥の健康相談jを開催いたします。

5月から需用で年6臣、専門家によるわりの健康相談』を

実施します。日頃抱えている/[)の悩みやストレスを少しでも

軽減することが自的です。プライバシー(秘密)は絶対に守

ります。安/[j¥してご相談ください。なお、この相談巴は予約

制といたします。事前にお電話でお申し込みください。

とき、
イベントタイムテーブル

.Max&ウルトラミ二ミニショー

1 0:20~1 0:50/13:00"'-'13: 30 
・芯ランタ万才(長崎)&バナナのたたき売り(北九州)

10:50"'-'11 :20/13:50"'-'14:20 
.YOSAKOIソーランInうつくしま空港大会

12:00"'-'13:00 
・親ミ子で手作り紙飛行機飛行距離レース

11:00"'-'14:00 
他いろいろなイベントがあります。

保

(株)福富エアポートサービス

ti0247-57-1650 
お問い合わせ先

{呆

云一

i呆

;，¥で寸
A ムム

玉-

;[j¥の健康相談日

午後 1時30分~午後4時30分
1歳兜相談会・

午後 1時30分~

ツベルクリン反応横議

午後 18寺30分 ~

機能訓練

午前10時00分~

3"-'4ヶ月兜検診

午後 1時30分~

ツベルクソン判定及び

BCG接種

橿5月

1 8 (7J<) 

10自(金)

保:保1建センヲ-

138C月)

15日(水)

相談員
針生ヶ丘病院
本間車先主
相談内容:精神障害に関するこ
と、;子育ての悩み、掌童期、忠
吾期の悩み、会社や家庭でのス
トレス、老年期の悩み等
申込み方法:希望する日時をお
電話でお知らせください。
申込先:玉川村保健センター
cn37-1024) 

臨床/[j¥理士

午後4時まで

iお誕生おめでとうございます]
(3月題出分)

寄付ありがとうござゃいます
Fffcの方々から在会招妊佐助資金として寄付寸いえ7だ、きま Lた。
ぐ節子LFPLI，げます。 記 付f在会話f針協議会j

・的i夜祭の塩;事長TJぎさんから
. :ft須奈の桝ri支持さんから

.JI!辺の小針石男さんから
・小高の車問永勝さんから
・竜!埼の湯津マサさんから
・東京玉/11会からふるさと福祉事業として 212.743円
・福島空港感謝祭実行委員会から感謝祭益金として 60.000円

村のようす
(14年4月 18現在)

回全国健康福祉祭ふくしま大会
;e除
草~

齢者の部)参加者募集

保護者名出生児氏名

人

地[x名

税務職員募集(大学卒業程度)

徳、溝井

里子奥

1、趣旨 第15回全国健康福祉祭ふくしま大会のf三世代交

流マラソン大会(高齢者の部)Jに参加する選手を募集してい

ます。

2、募集機関 財団法人福島県長寿社会指進機構

3、募集定員 高齢者の部(60歳以よ)3kmコース…25名程

度 5kmコース… 15名程度 10kmコースー..10名程毘

4、応纂資格 昭和18年4月 1巴以前仁生まれた人で健康

lこ異常のない人

5、募集期罰 平成14年4月 1日から5月17日(金) [当日

消印有効]までとする。

6、申し込み先及び問い合わせ先 財団法人福富県長寿社会

推進機構「第15ロ全面健康福祉祭ふくしま大会『三世代交流

マラソン大会(高齢者の部)J参加選手募集j係

子960-8065 福島市杉妻町5番75号 福島県庁東分庁吉

1号舘岱024-524-2225 FAX 024-524-2228 

仙台国税局では、地元の大学に通っている万、部会からU

ターンして公務員を目指す方など、東北の風土に慣れ親しん

だバイタリティあふれる職員を募集しています。

舎岱嘉集を行うのは、試験内容が大学卒業程慶の「邑税専

門宮j。

受験資格があるのは、昭和50年4月2日から昭和56年4
日 1日までに生まれた方。

~受験申込み受性期間

4月2白(火)から5月9臼(木)

睡受験申込書の講求

各税務署総務課

唾お問い合せ先

仙台国税胃人事第2課

岱 022-263-1111 内線3236

12 

財

(3月居出分)

マ

[税額を多く申告していたとき}

確定申告書を提出した後で、税額を多く申告していたこと

に気付いた時は、[更正の講求jをして正しい税額への訂正を

求めることが出来ます。

{更正の請求書jが提出されると、税務署でその内容を横記

し、正当と認められたときは、納め過ぎの税金が還付されま

す。

なお、{更正の請求書Jの提出期限は法定申告期限から一年

以内ですので、ご注意ください。

【税額を少なく申告していたとき]

確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告していたこ

とに気付いた時は、 r11多正申告jをして正しい税額に修正して

ください。

【確定申告を忘れていたとき】

確定申告をし毛よければはらないのに、申告書の提出を忘れ

ていた時は、直ちに確定申告をしてください。

詳しくは、最寄りの税務署や税務相談室にお尋ねください。

タックスアンサーのコード番号は、 [2024J(確定申告を忘

れたときに [2026日確定申告を間違えたとき)です。

高
1，815戸(-3)

7，588人(-44) 

勝

羽
ソ

男

男

世需主名

北須釜 杓11 枝五三 安

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への筒け
出の際にお申し出ください。

血

国

松

畠

v
-
A

石

万え

正

死亡者氏名

ン

勝

メ

男刀く

、ソ

イ小針

i易 j皐

塩津

回

'l 

地区名

辺

南須釜

1I1奇

官一同

-1
 

・目白目目，，，
z'

3，751人(-26) 

4
月
分
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん

今
月
の
納
税

3，837人(-18)
直
子

啓
塾
や
鍬
の
ゆ
る
み
を
締
め
直
し

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
i
l
i
村
公
民
館

新
年
の
誓
い
を
し
つ
つ
手
を
令
わ
す
神
棚
に
灯
は
は
の
ど
揺
れ
た
り吉

田

金
剛
山
は
水
宙
開
の
産
地
地
元
で
は
部
屋
に
飾
っ
て
楽
し
む
と
い
う

ーー一、
4
!

t

パ.人主

来
、
中
も
気
に
な
ら
ね
な
り
宵
風
呂
に
浮
か
べ
て
浸
る
真
っ
赤
な
柑
子
に

小
針
み
ね
子

品
面
に
マ
親
し
み
憶
ゆ
新
宮
の
捷
毛
に
光
る
一
一
粒
の
夢

新
年
の
時
報
に
化
改
ま
る
ど
う
変
わ
っ
た
ど
い
う
古
ず
も
な
く

生十
吉
田

漸
〈
に
片
目
が
開
い
た
と
思
う
間
に
翠
っ
か
げ
あ
り
わ
が
五
十
路
坂川

崎

奥
羽
の
占
祷
に
位
す
わ
が
里
は
い
つ
も
の
麗
し
吹
雪
も
し
さ
リ

武
官
那
木
さ
み

き
る
な
し
俳
句
会
三
月
句
会
詠
草

干
し
物
を
風
が
奪
ひ
し
う
か
れ
錯

ふー・

『了

次

頬
よ
ぎ
る
風
ゆ
る
み
た
る
四
迅
か
な

庭
の
木
の
陰
に
春
め
く
色
を
見
し

愛
子

嬰
子
の
笑
み
に
釣
ら
る
る
春
立
つ
日

英
祐

地
を
一
豆
い
し
野
火
の
け
む
り
や
夫
の
声

虫色
子

痛
む
人
の
わ
山
を
捷
や
し
持
の
花

空き缶やコミの投げ揺てはやめましょう

イニ
由
言己

真
知華

仁
美

美
枝

春
古
a、と"
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シリーズ

今日の食卓⑮

ヘルシーで、バランスの摂れた一品

『ツナ入りロール白菜J

!
須
賀
川
市

i

小
針
美
ウ
す
さ
ん
(
小
一
昌
)

私
の
生
ま
れ
育
っ
た

と
こ
ろ
は
、
千
日
堂
と

い
っ
て
今
年
で
閉
校
に

な
っ
た
あ
さ
か
開
成
高

等
学
校
須
賀
川
校
舎
の
裏
に
あ
り

ま
す
。

千
日
堂
に
は
、
四
丁
目
公
民
館

が
あ
っ
て
毎
年
八
月
三
日
に

H

地

蔵
さ
ま
ま
つ
り
d

と
い
う
行
事
が

あ
り
ま
す
。
お
ま
い
り
を
し
て

「
お
礼
」
と

一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
が

い
る
人
に
は
、
月
金
太
郎
ハ
ラ
マ

キ
H

を
い
た
だ
い
て
丈
夫
に
育
つ

よ
う
に
と
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
け
ま
す
。

々

個

9

少

2

6

120g 
80g 

-塩、コショウ

・コンソメ
・片栗粉

付け合せ

・ブロッコリー
・人参(花型)

g
丁

9
枚

9
個

個

9

0
〉一

0
2
0
2
2
8

一
8
パ
必

2
V
V

分人4

腐

富

山

缶

一

旦

惟

ぎ

き

持

ナ

綿

菜

し

参

ね

じ

本

ツ

木

臼

干

人

玉

卵

ひ

一・・・・・・・・

私
の
子
供
も
つ
け
て
育
ち
ま
し

た
。
(
ち
な
み
に
私
も
)

あ
と
私
が
子
供
の
頃
よ
く
遊

ん
だ

N

下
の
川
H

で
す
。
た
に

し
拾
い
や
竹
の
棒
で
つ
り
を
し

ま
し
た
。

今
、
四
丁
目
の
青
年
団
の
人

達
が
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

石
で
川
を
囲
っ
て
鰻
を
放
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
、
自
然
を
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
i
に
登
場
し
て
い
な
い
村
外
の
出
身

者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
m
M
U
i
4
6
2
1
)
 

一作り方一

①ツナ缶は油を切り、豆腐も水気を絞っておく。

②白菜は一枚ずつはがし、さっと茄でて芯をたたいて

おく。

③ひじき、干し推萱は水に戻し、みじん切りにする。

④玉ねぎ、人参もみじん切りにする。

⑤①③④をボーんで合わせ、卵、塩、コショウも加え

8等分にしておく。

⑤まな板に自菜を広げ、⑤を巻き込む、大鍋に並べて

コンソメスープを加え、弱火で煮込む。
⑦皿に、 21国ずつ盛り付け、煮汁を水溶き片栗粉でと

ろみをつけて上にかける。

③色よく茄でた、ブロッコリーと茄でた花型人参を添

える。

ワンポイントアドバイス
豆腐は水気をよくきってお力、ないと出来上がりが水

っぽくなりますので気をつけて下さい。

:制
ありがとう「ふる里jさん

『ふるさとは母の心』

千葉県市川市

小林トミヨさん

(竜崎出身・小林蕎次さんの妻)

昨
年
初
め
て
東
京
玉
川
会
に
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
懐
か
し

い
方
々
と
お
逢
い
で
き
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度

故
郷
の
思
い
出
を

一
言
と
の
こ
と

で
す
が
、
思
い
出
は
や
は
り
子
供

の
頃
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
季

折
々
の
情
景
は
今
も
忘
れ
る
こ
と

な
く
深
く
刻
ま
れ
て
居
り
ま
す
。

あ
の
頃
は
毎
日
見
慣
れ
た
風
景

も
さ
ほ
ど
、
美
し
い
と
も
き
れ
い

だ
と
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

年
を
と
る
ご
と
に
、
又
ふ
る
里
を

離
れ
て
想
う
ふ
る
里
の
こ
と
は
一

段
と
懐
か
し
い
も
の
で
す
。
あ
の

頃
ふ
る
里
の
春
は

一
種
独
特
の

「
匂
」
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。
野
や
田
畑
を
渡
る

風
が
か
す
か
に
土
の
臭
い
を
の
せ

て
耳
元
や
ほ
ほ
を
な
で
て
、
や
さ

し
く
さ
さ
や
く
よ
う
な
。
又
若
葉

青
葉
の
季
節
、
雨
上
が
り
に
陽
が

き
し
た
森
の
色
彩
は
何
と
表
現
し

て
よ
い
や
ら
、
ほ
ん
と
う
に
目
が

覚
め
る
よ
う
な
美
し
い
風
景
を
今

も
度
々
想
い
出
し
て
は
懐
か
し
ん

で
お
り
ま
す
。

そ
の
ふ
る
里
も
昭
和
三
十
三
年

主
人
と
結
婚
、
そ
の
頃
村
で
最
新

の
丸
ハ
ン
ド
ル
三
人
乗
り
の
三
輪

車
に
嫁
入
り
道
具
と

一
緒
に
六
時

間
も
か
か
っ
て
上
京
。
「
光
陰
矢

の
如
し
」
あ
っ
と
い
う
間
に
来
年

七
十
で
す
。
今
静
か
に
振
り
返
れ

ば
、
楽
し
い
時
も
不
遇
な
時
も
、

い
つ
も
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く
れ

た
心
の
中
に
温
か
な
ふ
る
里
が
あ

っ
た
か
ら
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

あ
り
が
と
う
「
ふ
る
里
」
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
発
展
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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